
　
国
際
福
音
主
義
学
生
連
盟

（
Ｉ
Ｆ
Ｅ
Ｓ
＝Internation

al Fellowship of Evange
lical Students 

）の
東
ア
ジ

ア
地
区
大
会
（
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｃ
＝

East A
sia Regional 

Conference

）
が
5
月
25
日

〜
31
日
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国

立
大
学
で
行
わ
れ
た
。
テ
ー

マ
は
「W

ake U
p and 

Dream
! The Tim

e Is 
Now

（
目
を
覚
ま
し
、
夢
を

見
よ
う
！
　
今
が
そ
の
と
き

だ
）。現
代
的
な
価
値
観
か
ら

目
を
覚
ま
し
、
聖
書
的
価
値

観
に
生
き
よ
う
、
と
い
う
趣

旨
。
東
ア
ジ
ア
内
外
21
か
国

か
ら
約
600
人
が
参
加
。
日
本

か
ら
は
キ
リ
ス
ト
者
学
生
会

（
Ｋ
Ｇ
Ｋ
）
の
学
生
・
主
事

37
人
が
参
加
し
た
。

　
聖
書
講
解
は
ク
オ
・
ツ
ー

ミ
ン
氏
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

聖
書
神
学
大
学
院
講
師
）。ハ

ガ
イ
書
か
ら
４
回
行
わ
れ

た
。
ハ
ガ
イ
書
は
神
殿
再
建

を
途
中
で
や
め
た
イ
ス
ラ
エ

ル
人
に
語
り
か
け
る
。
ク
オ

氏
は
「
再
建
を
や
め
た
人
は

人
間
中
心
だ
っ
た
。
私
た
ち

も
優
先
順
位
が
神
様
に
あ
る

か
」
と
問
い
か
け
た
。

　
主
題
講
演
は
「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
時
代
に
お
け
る
キ
リ

ス
ト
者
」、「
経
済
・
競
争
社

会
」、「
宣
教
の
課
題（
ア
ジ
ア

で
の
信
仰
、
公
の
場
で
の
キ

リ
ス
ト
者
、
過
激
主
義
へ
の

応
答
）」。
分
科
会
で
は
環
境

・
食
糧
・
消
費
社
会
・
家
庭

・
心
の
ケ
ア
な
ど
社
会
問
題
、

性
・
就
職
・
人
生
の
目
的
・

信
仰
生
活
な
ど
学
生
の
課

題
、
宣
教
課
題
な
ど
が
テ
ー

マ
に
な
っ
た
。

　
木
田
友
子
さ
ん
（
岩
手
大

学
４
年
）
は
、
出
発
前
に
日

本
の
戦
争
責
任
が
書
か
れ
た

『
ア
ジ
ア
の
キ
リ
ス
ト
者
と

と
も
に
』（
太
田
和
功
一
著
）

を
読
ん
だ
。「
自
分
の
知
る
こ

と
が
で
き
な
い
痛
み
を
持
つ

人
た
ち
に
会
う
。
不
安
と
も

言
い
切
れ
な
い
重
い
気
持
ち

に
な
っ
た
」
と
い
う
。

　
小
グ
ル
ー
プ
で
の
分
か
ち

合
い
で
は
、
あ
る
メ
ン
バ
ー

に
日
本
人
へ
の
「
嫌
悪
感
」

を
感
じ
た
。
そ
の
人
は
歴
史

問
題
で
日
本
に
複
雑
な
感
情

を
持
つ
と
い
わ
れ
る
国
の
出

身
。
木
田
さ
ん
は
苦
手
意
識

の
あ
っ
た
英
語
で
あ
っ
た

が
、
聖
書
か
ら
語
ら
れ
た
こ

と
、
直
面
し
て
い
る
葛
藤
や

困
難
を
正
直
に
話
す
よ
う
努

め
た
。
す
る
と
相
手
も
「
上

か
ら
目
線
で
な
く
、
私
に
寄

り
添
っ
て
祈
り
、
友
と
な
っ

て
く
れ
ま
し
た
」。メ
ン
バ
ー

そ
れ
ぞ
れ
課
題
が
あ
る
た
び

に
祈
り
合
っ
た
。「
戦
争
責
任

や
経
済
格
差
な
ど
緊
張
を
覚

え
る
話
題
で
も
、
中
心
に
イ

エ
ス
様
を
覚
え
、
お
互
い
の

言
葉
や
心
を
聴
い
た
。
知
っ

て
い
る
つ
も
り
に
な
ら
ず
、

謙
遜
に
相
手
を
知
ろ
う
と
す

る
姿
勢
を
学
び
ま
し
た
」

　
高
橋
周ひ

ろ

也や

さ
ん
（
弘
前
大

学
３
年
）は
東
日
本
震
災
時
、

Ｉ
Ｆ
Ｅ
Ｓ
か
ら
来
た
励
ま
し

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
感
動
。「
実

際
に
会
っ
て
交
わ
り
を
し
た

い
」
と
い
う
思
い
が
参
加
の

強
い
動
機
に
な
っ
た
。
大
会

で
は
メ
ー
ル
で
応
援
し
て
く

れ
た
海
外
の
学
生
た
ち
と
対

面
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
高
橋
さ
ん
も
海
外
の
学
生

  「
し
か
し
や
は
り
、震
災
と
、

そ
の
後
に
起
こ
っ
た
こ
と
は

思
っ
て
も
い
な
い
展
開
で
し

た
。
す
べ
て
は
、
突
然
異
常

停
止
す
る
ク
ラ
ッ
シ
ュ
か
ら

始
ま
り
、
何
と
か
生
き
延
び

る
サ
バ
イ
バ
ル
逃
避
行
。
気

が
つ
く
と
私
た
ち
は
生
か
さ

れ
、
神
様
の
翼
に
乗
っ
て
、

東
京
は
奥
多
摩
の
緑
あ
ふ
れ

る
地
に
抱
か
れ
て
い
ま
し
た

…
」
◆
３
月
11
日
午
後
２
時

46
分
、
大
地
を
揺
る
が
し
た

大
災
害
は
、
地
震
・
津
波
・

原
子
力
発
電
所
事
故
と
い
う

三
重
苦
を
も
た
ら
し
た
。
事

故
現
場
か
ら
５
キ
ロ
以
内
に

あ
っ
た
福
島
第
一
聖
書
バ
プ

テ
ス
ト
教
会
。
こ
の
神
の
共

同
体
は
先
行
き
が
見
え
な
い

流
浪
の
教
会
と
な
っ
た
◆
緊

急
出
版
さ
れ
た
『
流
浪
の
教

会
』（
佐
藤
彰
著
、
い
の
ち
の

こ
と
ば
社
）
に
は
、
牧
師
が

災
害
発
生
直
後
か
ら
散
り
散

り
に
な
っ
た
教
会
員
に
発
信

し
た
涙
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込

め
ら
れ
て
い
る
。
巨
大
地
震

災
害
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ

た
衝
撃
は
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン

の
在
り
か
た
、
信
仰
、
そ
し

て
教
会
の
存
在
意
義
そ
の
も

の
を
根
本
か
ら
問
う
も
の
と

な
っ
た
◆
流
浪
の
教
会
の
牧

師
は
語
っ
て
い
る
。「
私
た
ち

は
今
す
べ
て
が
剥は

ぎ
取
ら

れ
、
日
常
の
一
切
が
無
く
な

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
必
要

な
も
の
は
、
そ
ん
な
に
た
く

さ
ん
無
い
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。本
当
に
大
切
な
も
の
は
、

キ
リ
ス
ト
と
お
互
い
の
結
び

つ
き
で
す
」
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専
門
委
員
会
で

 

原
発
問
題
検
討

は
た
せ
る
よ
う
に
」
と
祈
り

を
呼
び
か
け
た
。

　
続
い
て
報
告
し
た
木
田
さ

ん
は
、
岩
手
県
内
で
被
災
。

そ
の
後
、
沿
岸
部
の
支
援
活

動
に
参
加
し
て
い
る
。
出
身

地
は
福
島
県
。
原
発
を
有
す

る
土
地
と
し
て
の
葛
藤
を
話

し
た
。途
中
言
葉
に
詰
ま
り
、

沈
黙
し
た
。
会
場
で
も
涙
な

が
ら
に
話
を
聞
く
学
生
た
ち

の
姿
が
あ
っ
た
。「
個
人
的
な

交
わ
り
の
中
で
も
、
多
く
の

人
が
静
か
に
耳
を
傾
け
手
を

握
り
祈
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

あ
の
静
か
な
真
剣
に
思
っ
て

く
れ
る
仲
間
た
ち
の
目
を
忘

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
」

　
高
橋
さ
ん
は
、
参
加
前
は

「
神
様
に
つ
い
て
い
く
こ
と

に
不
安
や
葛
藤
が
あ
っ
た
」。

し
か
し
「
ハ
ガ
イ
書
の
神
殿

再
建
か
ら
、
自
分
自
身
の
信

仰
の
再
建
を
考
え
さ
せ
ら
れ

た
」。今
勉
強
が
楽
し
い
と
い

う
。「
伝
道
だ
け
で
は
大
学
に

遣
わ
さ
れ
て
い
る
意
味
の
半

分
。
勉
強
す
る
た
め
に
遣
わ

さ
れ
て
い
る
。
勉
強
も
神
様

の
国
を
建
て
る
働
き
と
思
え

ま
す
」。
木
田
さ
ん
は「
完
全

な
共
感
や
理
解
は
難
し
い

が
、
相
手
の
言
葉
に
耳
を
傾

け
、
怒
り
・
悲
し
み
・
苦
し

み
に
寄
り
添
う
こ
と
は
で
き

る
の
で
は
。
大
学
・
バ
イ
ト

先
・
教
会
・
Ｋ
Ｇ
Ｋ
・
被
災

地
で
の
支
援
な
ど
、
神
様
に

遣
わ
さ
れ
た
地
に
住
む
人
々

に
寄
り
添
い
、
い
つ
も
心
を

注
ぎ
だ
し
て
祈
り
た
い
」。そ

し
て
「
ア
ジ
ア
の
隣
人
を
大

切
に
し
て
い
き
た
い
。
こ
の

応
答
を
『
い
つ
か
』
で
は
な

く
『
今
』
す
る
の
だ
と
、
強

く
心
に
語
ら
れ
て
い
ま
す
」。

 

現
代
社
会
で
神
の
国
を
建
て
る

     「
東
北
再
建
に
責
任
果
た
せ
る
よ
う
祈
っ
て
」

国際福音主義学生
連盟東アジア大会

本
青
年
伝
道
会
議
」
を
開
催

の
予
定
で
青
年
委
員
会
を
中

心
に
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
Ｊ
Ｃ
Ｅ
６
の
開
催
候
補

地
と
し
て
神
戸
が
挙
げ
ら
れ

理
事
会
の
も
と
に
Ｊ
Ｃ
Ｅ
準

備
室
が
調
整
を
進
め
て
い

る
。
Ｊ
Ｃ
Ｅ
６
の
テ
ー
マ
や

理
念
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い

て
は
今
年
度
中
に
各
専
門
委

員
会
か
ら
提
言
を
受
け
、
来

年
総
会
ま
で
に
一
定
の
方
向

性
を
出
し
た
い
と
し
て
い
る
。

か
ら
の
支
援
金
の
受
け
入
れ

窓
口
と
な
り
、
見
舞
金
な
ど

の
分
配
を
行
う
。

　
２
０
１
６
年
に
開
催
が
予

定
さ
れ
て
い
る
第
６
回
日
本

伝
道
会
議
（
Ｊ
Ｃ
Ｅ
６
）
に

向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、

Ｊ
Ｃ
Ｅ
５
の
流
れ
を
受
け
て

企
画
さ
れ
た
「
２
０
１
１
宣

教
フ
ォ
ー
ラ
ム
青
森
」
が
７

月
に
、「
宣
教
フ
ォ
ー
ラ
ム
秋

田
」が
10
月
に
開
催
さ
れ
る
。

12
年
９
月
に
は
「
第
１
回
日

お
い
て
は
Ｊ
Ｅ
Ｍ
Ａ
（
日
本

福
音
宣
教
師
団
）
と
の
協
力

関
係
の
中
で
ク
ラ
ッ
シ
ュ
・

ジ
ャ
パ
ン
と
連
携
し
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
推
進
。
同

本
部
お
よ
び
地
域
拠
点
に
奉

仕
者
を
派
遣
し
、
地
域
教
会

と
の
連
携
を
は
か
り
な
が
ら

諸
教
会
を
支
援
す
る
。
③
に

お
い
て
は
救
援
団
体
と
共
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
・
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
適

宜
開
催
す
る
。
ま
た
国
内
外

た
。
２
０
１
１
年
度
活
動
計

画
で
は
、
救
援
・
復
興
の
取

り
組
み
を
次
の
３
つ
の
流
れ

を
柱
と
し
て
進
め
て
い
く
方

針
。
①
各
教
団
・
教
派
に
よ

る
救
援
・
復
興
活
動
（
主
に

被
災
教
会
が
所
属
す
る
教
団

・
教
派
）。
地
域
的
に
は
各
教

団
・
教
派
の
教
会
が
あ
る
場

所
に
限
定
さ
れ
る
。
②
超
教

派
で
の
救
援
・
復
興
活
動（
主

に
被
災
教
会
が
な
い
教
団
・

教
派
）。地
域
的
に
は
①
で
カ

バ
ー
さ
れ
て
い
な
い
地
域
に

支
援
を
し
て
い
き
た
い
。
③

協
力
会
員
で
あ
る
各
救
援
団

体
に
よ
る
救
援
・
復
興
活
動
。

こ
れ
ら
３
つ
の
流
れ
が
互
い

に
連
携
・
協
力
で
き
る
よ
う
、

震
災
対
策
室
が
中
心
と
な
っ

て
、
Ｊ
Ｅ
Ａ
内
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
構
築
を
目
指
す
。
②
に

Ａ
援
助
協
力
委
員
長
）
の
両

氏
が
発
題
。
「
新
た
な
危
機

の
時
代
」の
認
識
を
共
有
し
、

救
援
・
復
興
活
動
に
取
り
組

み
な
が
ら
５
年
後
、
10
年
後

に
実
を
結
ぶ
宣
教
（
教
会
）

協
力
を
ど
う
進
め
て
い
く
の

か
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

　
Ｊ
Ｅ
Ａ
で
は
３
月
25
日
に

中
台
孝
雄
援
助
協
力
委
員
長

を
室
長
と
す
る
「
Ｊ
Ｅ
Ａ
東

日
本
大
震
災
対
策
室
」
を
設

置
、
被
災
地
へ
の
視
察
を
経

て
４
月
理
事
会
で
４
人
の
理

事
を
加
え
た
対
策
室
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
発
足
さ
せ

　
日
本
福
音
同
盟
（
Ｊ
Ｅ
Ａ
、
品
川
謙
一
総
主
事
）
は
第
26
回
総
会
を
６
月
６
〜
８
日
、

静
岡
県
掛
川
市
の
ヤ
マ
ハ
リ
ゾ
ー
ト
・
つ
ま
恋
で
開
催
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
救
援
・

復
興
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
を
主
と
す
る
２
０
１
１
年
度
活
動
計
画
案
を
決
議
し
た
。

総
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
震
災
に
対
応
、
被
災
地
か
ら
「
キ
リ
ス
ト
者
の
証
言
」
を
聞
き
、「
新

た
な
危
機
の
中
で
宣
教
（
教
会
）
協
力
を
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
」
を
話
し
合
っ
た
。

　
第
26
回
日
本
福
音
同
盟
総

会
は
、
新
理
事
長
に
安
藤
能

成
氏
（
日
本
同
盟
基
督
教
団

理
事
長
、
世
田
谷
中
央
教
会

牧
師
）
を
選
出
し
た
。
昨
年

総
会
で
可
決
し
た
規
約
の
改

正
に
よ
り
、
今
総
会
で
は
12

人
の
理
事
全
員
を
新
た
に
選

出
し
た
。
理
事
長
お
よ
び
理

事
の
任
期
は
３
年
、
連
続
２

期
ま
で
。
理
事
は
以
下
の
と

お
り
＝
敬
称
略
。
中
台
孝
雄

（
日
本
長
老
、
副
理
事
長
）、

佐
々
木
望（
バ
プ
教
会
連
合
、

副
理
事
長
・
援
助
協
力
）、
細

井
眞
（
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
ー
、

正
会
計
）、
鎌
野
善
三（
日
本

イ
エ
ス
、
副
会
計
）、
田
中
進

（
イ
ム
マ
ヌ
エ
ル
、正
書
記
）、

小
平
牧
生
（
兄
弟
団
、
副
書

記
・
Ｊ
Ｃ
Ｅ
）、
内
藤
達
朗

（
ホ
ー
リ
ネ
ス
、
神
学
）、
大

井
満
（
キ
リ
ス
ト
合
同
、
宣

教
）、
八
尋
勝
（
Ｊ
Ｃ
Ｅ
Ａ
、

社
会
）、
畑
野
順
一（
フ
リ
ー

メ
ソ
、
青
年
）、
金
本
悟（
神

の
教
会
、
女
性
）。

と
の
間
に
壁
を
感
じ
た
。
あ

る
国
の
学
生
か
ら
「
日
本
が

震
災
に
遭
っ
た
と
き
、
私
た

ち
の
国
の
人
は
喜
ん
だ
」
と

い
う
告
白
を
聞
い
た
。
ま
た

貧
富
の
問
題
、政
情
の
不
安
、

人
権
の
問
題
な
ど
各
国
が
抱

え
る
問
題
は
多
様
だ
。

　
大
会
全
体
で
東
日
本
大
震

災
の
報
告
を
す
る
時
間
も
あ

っ
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参

加
し
た
関
東
地
区
学
生
の
報

告
の
後
、
高
橋
さ
ん
は
東
北

地
区
の
現
状
と
活
動
の
課
題

を
述
べ
た
。「
一
番
間
近
で
祈

り
、
行
動
を
起
こ
せ
る
地
区

と
し
て
責
任
が
あ
る
。
神
の

国
と
し
て
東
北
を
再
建
で
き

る
よ
う
に
。
僕
ら
が
責
任
を

新
理
事
長
に
安
藤
能
成
氏

そ
れ
ぞ
れ
の
被
災
体
験
や
、

教
会
協
力
に
よ
る
地
域
社
会

へ
の
救
援
・
復
興
の
動
き
と

課
題
な
ど
を
聞
い
た
。

　
09
年
９
月
に
札
幌
で
開
催

し
た
第
５
回
日
本
伝
道
会
議

（
Ｊ
Ｃ
Ｅ
５
）の
テ
ー
マ「
危

機
の
時
代
に
お
け
る
宣
教
協

力
〜
も
っ
と
広
く
、
も
っ
と

深
く
〜
」
を
受
け
、
大
震
災

と
い
う
「
新
た
な
危
機
の
時

代
に
お
け
る
宣
教
協
力
」
を

テ
ー
マ
に
小
平
牧
生
（
兄
弟

団
・
西
宮
教
会
牧
師
）、
中
台

孝
雄
（
日
本
長
老
・
西
船
橋

キ
リ
ス
ト
教
会
牧
師
、
Ｊ
Ｅ

　「
東
日
本
大
震
災
キ
リ
ス

ト
者
の
証
言
」を
し
た
の
は
、

田
中
時
雄（
聖
協
団
・
宮
城
聖

書
教
会
牧
師
）、
吉
田
隆
（
改

革
派
・
仙
台
教
会
牧
師
、
仙

台
キ
リ
ス
ト
教
連
合
被
災
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
）、近

藤
愛
哉
（
保
守
バ
プ
・
盛
岡

聖
書
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
牧

師
、
3
・
11
い
わ
て
教
会
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
）、
住
吉
英
治（
同
盟
基

督
・
勿な

こ
そ来
キ
リ
ス
ト
福
音
教

会
牧
師
、
い
わ
き
キ
リ
ス
ト

教
連
合
震
災
復
興
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
代
表
）
の
各
氏
。

「危機の時代の宣教協力」新た
JEA総会 震災対応に焦点 被

災
地
証
言
受
け 

実
を
結
ぶ
協
力
討
議

和装で活動紹介をするKGKの学生たち

　
理
事
会
か
ら
の
付
託
に
基

づ
き
、
Ｊ
Ｅ
Ａ
専
門
委
員
会

の
中
で
神
学
委
員
会
（
山
口

陽
一
委
員
長
）
と
社
会
委
員

会
（
渡
辺
敬
直
委
員
長
）
が

11
年
度
活
動
の
中
で
原
発
問

題
に
関
す
る
課
題
や
対
応
を

検
討
す
る
。

　
今
総
会
で
は
、
専
門
委
員

の
任
期
を
２
年
、
連
続
３
期

ま
で
と
す
る
規
約
改
正
を
可

決
し
た
。

　
　
　
　
　
◇

　
今
総
会
中
、
昨
年
10
月
に

南
ア
フ
リ
カ
で
開
か
れ
た
第

３
回
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
世
界
宣
教

会
議
に
つ
い
て
、
日
本
ロ
ー

ザ
ン
ヌ
委
員
会
（
金
本
悟
委

員
長
）
が
報
告
。
Ｊ
Ｅ
Ａ
宣

教
委
員
会
か
ら
同
会
議
に
派

遣
さ
れ
た
末
松
隆
三
氏
は
10

年
度
活
動
報
告
で
、「
世
界
宣

教
に
関
す
る
情
報
源
、
ま
た

『
宣
教
の
神
学
』
を
構
築
す

る
上
で
、
Ｗ
Ｅ
Ａ
（
世
界
福

音
同
盟
＝
Ｊ
Ｅ
Ａ
が
加
盟
）

と
共
に
こ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
は

重
要
」と
の
考
え
を
示
し
た
。


